
　平成27年4月に施行予定の教育委員会制度改正
に対応すべく、教育行政の運営に支障を来さぬよう
対応する。

　平成２７年４月の法施行に向け、各種例規
の改正等について、他市等の動向の把握・
整理・調整を行い、教育委員会定例会へ提
案した。また、総合教育会議の運営等につ
いて、関係他部署との調整を行った。

達成状況（年度末振り返り）

　モデル事業については、特別支援教育ア
ドバイザーを活用した支援内容の充実を
図った。文部科学省の実地調査や１月２９
日の教育フォーラムにおいて、高い評価を
得た。

　市内４小学校の５・６年生を対象に進めた
本事業は、年度当初１６８名の参加があり、
年度末に１４６名と若干参加者は減ったが、
当初目標の８０％を上回る８７％の児童が
継続して参加した。
　運営スタッフについては、教員退職者から
教員志望の学生までバランスのよい人員構
成で、良好なコミュニケーションにより児童
理解を深めた。

　１０月１９日（日）に東京女子体育大学を会
場とし、市内８小・中学校が参加して第１回
国立市青少年音楽フェスティバルを開催し
た。当日は、満席以上の多くの市民に参加
いただき、児童・生徒の席を提供する等、臨
機応変に対応した。平成２７年度に向けて
は、さらに広い会場を確保する等、課題解
決に向け、すでに対応策を講じた。

　参加校の代表者で組織する実行委員会を設置し、
各校の音楽系部活動等による主体的なフェスティバ
ルを実施する。聞きあう活動をとおして、参加した児
童・生徒間の交流を促進する。

　参加児童の「分かる、できる喜び」を引き出し、継続
することで学習習慣等を形成できるよう、年度当初か
らの継続者８０％を達成する。
　運営を支える人員の世代を広げ、児童との幅広い
コミュニケーションを目指す。

　特別支援教育体制の充実を図るために、専門性の
高い合理的配慮協力員を配置し、児童・生徒のしょう
がいの状況に応じた、個別の教育的ニーズに応じた
支援体制の構築を図るモデル事業を実施する。

　条例制定に必要となる準備を整え、９月議
会に条例素案を報告、パブリックコメントを
経て１２月議会に条例案を提案・修正可決・
公布となった。関係する委員会等設置規則
を１月までに制定し、その後、基本方針を作
成した。
また、市内３中学校で「いじめ防止プログラ
ム」を実施した。

達成度
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　国のいじめ防止対策推進法の施行を受け、東京都
が策定する関連条例を踏まえて、国立市としての条
例整備等を遅滞なく推進する。
　また、生徒が主体的にいじめ防止に関われるよう、
中学校全校で「いじめ防止プログラム」を実施する。いじめ防止対策
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催
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教育委員会の基本目標 ： 学校教育、社会教育の連携の下、豊かな人間性や社会性を身につけた子どもを育
成するため、文教都市「国立」にふさわしい学校教育の充実を図ります。また、社会教育を充実し、生涯を通じ
あらゆる場で学習できる生涯学習社会の実現を図ります。（平成２０年１２月２２日国立市教育委員会決定）

基本方針1．人権尊重の精神と社会性の育成
　　　　　　2．生きる力をはぐくむ学校教育の推進
　　　　　　3．特色ある学校づくりの推進
　　　　　　4．生涯学習の振興
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教育委員会制度改
革について
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平成26年度の重点項目

№ 項目

インクルーシブ教育
システムの構築

具体的内容

◆　平成26年度　　部長マニフェスト　◆　　教育次長　宮崎宏一　　

部の運営方針

所属課と人員
（H26．4．1現在）

教育総務課　教育指導支援課　生涯学習課
給食センター　公民館　くにたち中央図書館

198人

部の概要



達成状況（年度末振り返り） 達成度

平成26年度の重点項目

№ 項目 具体的内容
　平成27年度末までに完了させる予定の、屋内運動
場非構造部材耐震対策事業のうち、平成26年度に
実施する小・中学校4校の吊り天井撤去等対策工事
が、安全かつ円滑に完了するよう、行政管理部建築
営繕課と調整・協力して実施する。

　２か年計画である屋内運動場の吊り天井
の撤去等対策工事については、平成２６年
度の目標であった小学校３校、中学校１校
の合計４校の工事を無事予定どおり完了し
た。 A

7
社会教育施設の耐
震化等改修事業の
円滑実施

6
市立小・中学校非
構造部材耐震対策
事業

　市民総合体育館・芸術小ホール改修事業及び中央
図書館耐震化事業について、工期中の市民サービ
スの低下を最小限に抑えながら、工期内に安全かつ
円滑に工事が完了するよう進行管理を行う。

　体育館及び芸術小ホールについては、両
施設の機能が市内で唯一のため、できるだ
け短い休館期間で完了させる困難な工事で
あった。工事を進める中、新たな追加工事
も生じたが、関係者の協力により、予定した
期日で完了し開館した。
　中央図書館の耐震化工事については、長
期休館中のフォロー体制を各分室等で実施
し、予定した期日で完了し開館した。

A


